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献
呈
の
こ
と
ば

　
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
、
熊
本
大
学
法
学
会
会
員
で
あ
る
葉
陵
陵
教
授
、
渡
部
薫
教
授
が
熊
本
大
学
大
学

院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
を
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
お
二
人
は
、
長
年
に
わ
た
り
法
学
部
お
よ
び
大
学
院
の
教
育
と
研
究
の
充
実
発
展

に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
ご
功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
熊
本
大
学
法
学
会
は
、
長
年
に
わ
た
る
先
生
方
の
ご
貢
献
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
、
こ
こ
に
退
職
記
念
号
を
刊
行
し
、
惜
別
の
念
を
込
め
て
献
呈
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
葉
陵
陵
先
生
は
、
一
九
八
二
年
に
中
国
の
上
海
師
範
大
学
歴
史
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
上
海
市
内
で
歴
史
科
目
の
教
員
を
さ
れ
た
後
、

華
東
政
法
大
学
大
学
院
に
進
学
さ
れ
、憲
法
学
を
専
攻
さ
れ
て
お
り
ま
す
。同
大
学
院
を
修
了
後
、同
大
学
法
学
部
で
専
任
講
師
を
さ
れ
、

そ
の
後
、
わ
が
国
の
中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
進
学
さ
れ
（
公
法
学
お
も
に
行
政
法
学
専
攻
）、
一
九
九
四
年

に
は
同
課
程
を
修
了
し
博
士
（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
学
に
は
同
年
の
九
月
に
法
学
部
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ

れ
（
こ
の
と
き
の
様
子
は
熊
本
大
法
学
部
で
初
の
外
国
人
助
教
授
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
）、
二
〇
〇
六
年
に
は
教
授
に
昇
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
ご
活
躍
は
そ
の
後
の
法
学
部
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
促
進
の
礎
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八

年
に
は
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
に
配
置
換
、
大
学
院
の
法
学
研
究
コ
ー
ス
の
コ
ー
ス
長
な
ど
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
七
年
に
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
現
在
の
所
属
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
葉
先
生
は
、
法
学
部
・
大
学
院
ば
か
り
で
は
な
く
、
本
学
全
学
に
お
け
る
国
際
交
流
事
業
に
多
大
な
貢
献
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
枚
挙
に
暇
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、海
外
複
数
の
大
学
に
お
い
て
客
員
研
究
員
も
お
務
め
に
な
り
（
ア
メ
リ
カ
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、
香
港
大
学
法
学
院
公
法
及
び
比
較
法
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所
、
シ
ド



い
て
は
学
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
さ
れ
た
り
外
部
講
師
を
お
招
き
し
て
の
授
業
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域
・
社
会
に
出
て
物

事
を
考
え
る
と
い
う
先
生
の
学
問
ス
タ
イ
ル
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
教
育
研
究
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
こ
の
よ
う
に
葉
陵
陵
先
生
、
渡
部
薫
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
法
学
部
お
よ
び
大
学
院
に
お
い
て
本
学
の
教
育
と
研
究
、
さ
ら
に

は
大
学
運
営
や
社
会
貢
献
活
動
・
国
際
交
流
事
業
に
お
い
て
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
見
識
を
持
た

れ
た
二
人
の
教
授
の
退
職
は
、
法
学
部
・
大
学
院
に
と
っ
て
多
大
な
損
失
で
す
。
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
本
学
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
ご
壮
健
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
こ
れ
ま
で
の
ご
貢
献
に
対
し
て
法
学
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

熊
本
大
学
法
学
会
会
長

　
大
日
方
信
春

　
　

ニ
ー
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
ア
ジ
ア
太
平
洋
法
セ
ン
タ
ー
な
ど
）、
そ
の
成
果
は
著
書
、
多
数
の
論
文
と
し
て
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
中
国
行
政
訴
訟
制
度
に
関
す
る
ご
研
究
は
わ
が
国
の
法
学
界
に
比
類
な
い
ご
貢
献
を
も
た
ら
す
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
、
本
学

と
海
外
諸
大
学
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
学
術
・
学
生
交
流
協
定
お
い
て
連
絡
調
整
責
任
者
と
な
り
、
学
生
の
短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

企
画
・
引
率
も
毎
年
の
よ
う
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
学
生
か
ら
の
人
気
も
高
く
、「
リ
ン
リ
ン
先
生
、
リ
ン
リ
ン
先
生
」
と
慕
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　
渡
部
薫
先
生
は
、
一
九
八
三
年
に
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
大
成
建
設
株
式
会
社
に
入
社
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
入

社
後
は
、
一
九
九
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
土
地
経
済
学
科
の
修
士
課
程
に
進
学
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
は
同
課
程
を

修
了
さ
れM

.Phil.

の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
、
株
式
会
社
富
士
総
合
研
究
所
で
の
研
究
員

を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
に
は
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
博
士
課
程
に
入
学
さ
れ
、
同
課
程
を
二
〇
〇
九
年
に
修
了
、
学

術
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
に
も
財
団
法
人
全
国
市
街
地
再
開
発
協
会
の
研
究
員
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
本

学
へ
は
大
学
卒
業
後
在
職
さ
れ
て
い
た
大
成
建
設
株
式
会
社
を
退
職
さ
れ
た
二
〇
〇
九
年
に
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
の
教
授
と

し
て
赴
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
学
院
で
は
公
共
政
策
学
の
専
攻
長
等
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
功
績
を
か
わ
れ
二
〇
一
三
年
四

月
か
ら
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
は
学
長
特
命
（
大
学
改
革
・
将
来
構
想
）
担
当
の
学
長
特
別
補
佐
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
二
〇
一
七
年

に
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
現
在
の
所
属
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
学
で
の
渡
部
先
生
は
、
地
域
経
済
学
や
文
化
政
策
に
関
す
る
教
育
研
究
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
都
市
政
策
や
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
ご
著
書
・
ご
論
文
を
執
筆
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
ご
経
験
に
基
づ
く
研
究
成
果
は
秀
逸
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
赴
任
時
に
お
い
て
は
大
学
院
に
配
属
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
多
く
の
院
生
を
指
導
さ
れ
、
ま
た
、
法
学
部
に
お



い
て
は
学
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
さ
れ
た
り
外
部
講
師
を
お
招
き
し
て
の
授
業
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域
・
社
会
に
出
て
物

事
を
考
え
る
と
い
う
先
生
の
学
問
ス
タ
イ
ル
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
教
育
研
究
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
こ
の
よ
う
に
葉
陵
陵
先
生
、
渡
部
薫
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
法
学
部
お
よ
び
大
学
院
に
お
い
て
本
学
の
教
育
と
研
究
、
さ
ら
に

は
大
学
運
営
や
社
会
貢
献
活
動
・
国
際
交
流
事
業
に
お
い
て
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験
と
見
識
を
持
た

れ
た
二
人
の
教
授
の
退
職
は
、
法
学
部
・
大
学
院
に
と
っ
て
多
大
な
損
失
で
す
。
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
本
学
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
ご
壮
健
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
こ
れ
ま
で
の
ご
貢
献
に
対
し
て
法
学
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

熊
本
大
学
法
学
会
会
長

　
大
日
方
信
春

　
　


	葉　陵陵教授　近影
	渡部　薫教授　近影
	献呈のことば

